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１章 はじめに 

1 背景と目的 ～にぎわいとうるおいのある健康的な都市空間の創出に向けて～ 

■背 景 

  袋井市（以下「本市」という。）の中心核となる都市拠点は、都市づくりに関する基本

的な方針を示す「袋井市都市計画マスタープラン」において、「医療・福祉・商業施設等

の都市機能の誘導・集積により機能強化を図るとともに、地域拠点や集落拠点の都市機能

を補完する役割を担う。」と位置づけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この都市計画マスタープランに基づき、

本市では、都市拠点である袋井駅周辺の都

市機能の強化を図るため、袋井駅南北自由

通路の新設や、橋上駅舎化・南口駅前広場の

整備、さらには袋井駅南地区のまちづくり

の方針を示す「袋井駅南地区まちづくり構

想（以下「まちづくり構想」という）」を、

地域と連携し平成 19 年 12 月に策定しまし

た。  

  これら都市計画マスタープランや、まち

づくり構想に基づき、これまでに袋井駅南

地区では、「にぎわいとうるおいのある健康

的な都市空間の創出」に向けて、まずは、JR

▼袋井市都市計画マスタープラン(抜粋) ～都市拠点の機能強化～ 

▼袋井駅南まちづくり構想 イメージ図 
 （平成 19 年策定）
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東海道本線の南側から新幹線北
．

側
．

地区の約 16.4ha の区域におい

て、地域とともにワークショッ

プを実施するなど、まちづくり

構想を具体化し、にぎわいの創

出・人口増加・道路交通の円滑化

を目的とした土地区画整理事業

による住環境の整備や、民間活

力の導入による医療・福祉・商業

施設等の誘致など、本市の玄関

口・中心核となる都市拠点とし

てふさわしいまちづくりを進め

てきました。 

  また、「袋井市立地適正化計画」では、袋井駅周辺における交流人口の拡大や、まちの

にぎわい・活気を創出するため、「ノブレスパルク袋井や田端東遊水池公園、袋井図書館、

原野谷川、旧中村洋裁学院等の歴史的資源を活用した袋井駅周辺の回遊性を向上に取り組

む」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼まちづくり検討会（地域組織） 
ワークショップで作成したイメージ図

▼袋井市立地適正化計画(抜粋) ～袋井駅周辺の回遊性の向上～ 
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■目 的 ～「土地利用の方向性」と、実現に向けた「官民共創」～ 

  袋井駅南まちづくり構想の策定から約 14 年が経過し、その間、本市を取り巻く社会情

勢が大きく変化（人口減少、少子高齢化、空き家の増加、市街地のスポンジ化、脱炭素社

会、ウィズコロナ、SDGｓ、激甚化する災害、デジタル化の進展等）し、本市でもこうし

た時代に即した活力を生む都市づくりが求められる中で、市の中心核となる都市拠点・袋

井駅周辺地区のさらなる機能強化は重要であり、袋井駅南まちづくり構想に基づき、「に

ぎわいとうるおいのある健康的な都市空間の創出 Ver.2.0」として、新たな都市づくりを

目指していくことが求められています。 

  このようなことから、その都市づくりの一角を担う本エリアの土地利用の方向性を明確

化するとともに、この構想を地域・企業・行政が共有化しながら、官民共創のもと実現に

向けて取り組んでいくための基本的な考え方を示すことを目的として本構想を定めます。 

 

2 対象地 

本構想の対象地は、まちづくり構想で「環境共生エリア」に位置づけられた、下図の範囲（約 30ha）

とします。 

 

  

▼対象地の範囲 
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3 対象地の持つポテンシャル 

鉄道・道路による交通アクセスの良さ 
対象地は、JR 東海道本線・袋井駅の徒歩圏にあるとともに、県道袋井大須賀線という広域幹

線道路に接しており、交通アクセスが至便な地域です。 

既存施設との連携による相乗効果 
新幹線北側

．．
地区では、「田端東遊水池公園」や大規模商業施設「ノブレスパルク袋井」、医療・

福祉・保育園等の施設を集約する「メディカル地区」、土地区画整理事業による良好な「住宅地の

整備」が進み、にぎわいの創出と生活しやすい住環境が両立したまちづくりが進んでおり、新幹

線南側
．．

地区においても、こういった新幹線北側
．．

地区の既存施設と連携した整備を推進することで、

高い相乗効果が得られます。また、エリア近接地には、既存の住宅地も広がっており、まちづく

りを進めるうえで、大きな相乗効果が期待できます。 

 

 

 

 

緑と水のある大規模なオープンスペース 
駅近隣の大規模な敷地であり、対象地の南側に小笠沢川・秋田川、西側に原野谷川が流れ、南

側背後地には丘陵地があり豊かな自然環境が形成されています。また、新幹線北側の田端東遊水

池公園や、緑豊かな愛野公園、さらには原野谷川スポーツ公園など、緑と水のうるおいある健康

的な都市空間としての魅力を有しています。 
 

■周辺地域に与える相乗効果（参考）  

・袋井駅周辺地区の機能強化により市域全域への活力創出につながる。 
・幹線道路を整備することで、対象地内外からの「ひと・もの」をつなぐネットワークが形成される。 

・耕作放棄地の解消により良好な景観形成や防火・防犯につながる。 

・高南地区をはじめ、袋井駅北側など、周辺地域の移住定住を促し、若者が居住することで地域の活
性化につながる。                                など 

▼袋井駅南地域上空より（南側から望む） 

対象地 

※対象地を含め周遊することができる。 
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２章 コンセプト ～新たな未来に向けた、土地利用の基本的な方針～  

1 コンセプト ～土地利用の基本的な方針～ 

袋井から挑戦できる場（CHALLENGE）、緑と水を活かした笑顔・楽しさを生み出す場（FUN）、

袋井の新しい暮らしを提供できる場（LIFE）、安全・安心を支える場（SAFE）の 4 つを「コンセプ

ト」として掲げ、市民・民間事業者・行政が共に創り・共に育てることで、治水機能とにぎわい・

魅力を有した新時代につなぐ活力ある都市空間を創出していきます。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

～共に挑む、新時代の都市空間の創出へ～ 

Concept 

 
 

緑、水辺、広場、遊歩道など、豊かな自然と調和した、何度も訪れたくなる楽しく、
居心地の良さを感じることができる魅力ある場を創出するとともに、この場を多彩な規模のイ
ベントや様々な体験・交流の場に活用することで、市民のみならず、市外からも多様な人々を呼
び込み、子どもから若者・高齢者に至るまで、様々な世代が集い、交流し笑顔あふれる空間づく
りを目指します。 

緑と水を活かした を生み出す場 

 
 

対象地を含む秋田川流域は、地形の状況から、浸水被害が発生しやすい特性を有し
ています。気候変動に伴い頻発化・激甚化する豪雨に対して、治水施設（柳原雨水ポンプ場、遊
水池公園）の整備推進により被害の軽減を図るとともに、住民の避難体制の強化により、安全・
安心なまちづくりの実現を目指します。また、地球温暖化による豪雨被害の発生状況等も踏ま
え、ゼロカーボンシティの実現に向けて環境に配慮した空間づくりを目指します。 

安全・安心を支える場 

 
 

住む、働く、買い物する、交流する、地域活動する、スポーツするなど、様々な活
動ができる場を創出するとともに、自宅（ファーストプレイス）や職場・学校（セカンドプレイ
ス）に偏重した都市生活だけでなく、この場に来ることによって得られる新たな価値（出会い、
つながり、憩い、体験、楽しさ等）を感じることのできる場（サードプレイス）を創出すること
で、暮らしに豊かさを与え、新たなライフスタイルを創り出す空間づくりを目指します。 

袋井の新しい暮らしを提供できる場 

 
 

新たな価値を生み出す空間、環境問題等の社会課題解決に向けたまちづくりを推
進する空間、しなやかに使いこなす仕組みづくりを行い様々な形で活用される空間など、本市の
シンボルとなり市民に誇りをもたらす空間を創出するとともに、施設等の維持管理や運営につ
いては、民間事業者や地域との連携により、担い手を育て・つなぐ環境づくりを積極的に行うな
ど、様々な可能性に挑戦できる場を目指します。 

袋井から挑戦することができる場 
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２ コンセプトを構成する要素 

コンセプトの実現に向けて必要となる基本的な７つの要素を次に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
豊かな緑や水、広々としたオープンスペース、商業施設等によって、くつろぎや憩いの場、

多様な遊び・学びの場等を創出しにぎわいある空間を目指します。 

憩う・遊ぶ 

 
 
子どもから若者、高齢者まで、幅広い世代が運動やスポーツを通じて、自然豊かな環境の

中、交流や理想の自分に向けてチャレンジを楽しむことができる空間を目指します。 

スポーツする・健康になる 

 
 
都市の便利さと自然が身近にある環境を活かし、ここでしかできない体験ができる魅力的

な場として、市内外から広く人が集うにぎわいある空間を目指します。 

体験・交流する 

 
 
オープンスペースの利活用や、コワーキングスペースによる新たな働き方、また、様々な

機能・施設が立地することで雇用を生み出し、活気や活力の創出を目指します。 
 

働く 

 
 
若い世代からシニア層まで、多様なライフスタイルに対応し、安全で地域の魅力や特色が

活かされた、付加価値の高い選ばれる住環境の創出を目指します。 
 

住まう 

 
 
激甚化・頻発化する水災害や想定される大規模地震等の発生に備え、ソフト・ハード両面

による防災機能の強化を図り、対象地と周辺地域の安全・安心なまちづくりを目指します。 
 

備える 

 
 
対象地内の施設をはじめ周辺施設等の「もの」をつなぐ周遊ネットワークの形成を目指し

ます。また、様々な「ひと」が出会い、つながることができる空間の創出を目指します。 

つなぐ（もの・ひと） 
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～共に挑む、新時代の都市空間の創出へ～ 

 
つなぐ 

スポーツする 

   ・健康になる 

体験 

・交流する 

 

憩う・遊ぶ 

備える 

働く 

住まう 

▼コンセプト（イメージ） 
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３章 土地利用基本構想 

 ２章に示す「コンセプト」を具現化するため、将来像の骨格的な姿を描いた「土地利用基本構想」

を４つの「ゾーン」と、対象地内外の連携・交流を支える道路や歩行者空間を「ネットワーク」と

して示していきます。 

１ 土地利用の構成 ～ゾーンとネットワーク～ 

（１）４つ「ゾーン」の設置 
コンセプトに基づき、４つのゾーンを次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ひと・ものをつなぐ「ネットワーク」の形成 
対象地内に配置される施設や機能、さらには周辺施設の田端東遊水池公園や袋井駅北側等の

「もの」を連続的につなぐことで、様々な

「ひと」が集い・出会い・交流することが

できる場・空間の創出を目指します。 

また、幹線道路を整備することで、対象

地内外
．．

からの「ひと・もの」をつなぎます。  

 

● 憩い・癒し・健康づくりの場の創出     

● 自然の中に遊び・学び、楽しむ場の創出   

● 挑戦する場の創出              

緑のにぎわいゾーン 
憩う・遊ぶ 体験・交流する 

スポーツする 
・健康になる 働く 

 

● 治水対策の推進                             

● 公共空間の活用                           

防災ゾーン 

備える 憩う・遊ぶ 

 

● 遊水池の活用と連携             

● 美しい景観形成               

● 水災害への備え             

遊水池公園ゾーン 
憩う・遊ぶ 体験・交流する 

スポーツする 
・健康になる 備える 

 

(都)柳原神⾧線 

南北シンボルロード 

パーク周遊ロード 

つなぐ（ひと・もの） 

 

● 質の高いライフスタイルの創出            

● 美しい街並み空間の創出           

● 利便性の高い居住環境の創出         

快適居住ゾーン 
住まう 

憩う・遊ぶ 

働く 
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ゾーニング図 
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２ ゾーン別の土地利用方針 

 

● 憩い・癒し・健康づくりの場の創出             

  緑と水など、自然豊かな環境の中に多様な

機能を配置し、市民や来訪者が集い、憩い、遊

び、時間を気にせず過ごしたくなるような、居

心地の良い空間づくりを目指します。 

  自然や美しい景観を楽しみながら、好きな

スポーツを楽しんだり、ランニングや散歩な

ど、体を動かすことで、心と体の健康づくりの

場として利用できる空間づくりを目指します。 

● 自然の中に遊び・学び、楽しむ場の創出             

  子どもから若者、高齢者まで、誰もが様々な

体験・活動を通し、遊び・学び、楽しさを感じ

ることができる場の創出を目指します。 

  多目的に利用できるオープンスペースを配

置し、日常的な憩いのための利用をはじめ、野

外フェスやコンサート、文化芸術展、マルシェ

など、様々なイベントを開催し、にぎわいある

場の創出を目指します。 

  緑豊かな自然と一体化したカフェ・レスト

ラン等の飲食店や、ファーマーズマーケット・

雑貨屋・服屋等の専門店など、様々な小規模商

業施設を点在配置させ、緑の中を歩いて楽し

く買い物ができるなど、何度も訪れたくなる

ウォーカブルで、幸せな空間づくりを目指し

ます。 

  学生たちが勉強・学習できるスペースや、

様々な年齢・職種・所属の人たちが、空間を

共有しながら仕事を行うことができるコワー

キングスペースを設置するなど、様々な人が

集う（平日昼間人口の確保・維持）空間づく

りを目指します。 

 

 

緑のにぎわいゾーン 

▼公園での気軽なスポーツプログラムの開催 
（出典：文科省 HP） 

▼自然と一体化した商業施設 
（出典：文科省 HP） 

▼野外の映画上映イベント（出典：文科省 HP） 

▼コワーキングスペース 
（出典：国交省 HP） 

▼オープンスペースを活用したマルシェの開催 
（出典：国交省 HP） 
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● 挑戦する場の創出                   

  子ども・若者たちが、スポーツで世界を目指

すきっかけとなる場づくり、また、オリンピッ

クやＸ-Games など、袋井から世界へ挑戦す

ることのできる場の創出を目指します。 

  広場やオープンスペース等の自由度の高い

空間を設置し、キッチンカー等を運営する事

業者が自由に使用することができ来場者に対

して飲食を提供したり、市民がフリーマーケ

ット等を開催するなど、稼ぐ場として利用す

ることができる新たな空間の創出を目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

▼アーバンスポーツの大会の開催 
（出典：文科省 HP） 

 ▼スケートボードパーク（出典：文科省 HP） 

▼スノーボードジャンプ練習施設 

▼キッチンカー（出典：国交省 HP） 
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● 遊水池の活用と連携                                    

  遊水池公園が、多くの人に親しまれ、癒し・

憩い・にぎわいの場となるよう、スポーツや子

どもの遊び・学びの場、さらには民間事業者へ

開放しイベントを開催するなど、自然豊かな

まちなかの交流拠点としての活用を目指しま

す。 

  また、田端東遊水池公園や緑のにぎわいゾ

ーンと連携し、つながることで活気と魅力あ

る空間形成を目指します。 

● 美しい景観形成                                    

  水辺環境を活かし、植栽の工夫などにより

四季を感じることができる魅力的な景観を形

成するとともに、池の周囲に歩行者空間やデ

ッキなどのオープンスペースを整備するなど、

歩いたり滞在したりできる楽しい空間の創出

を目指します。 

● 水災害への備え                  

  水災害の被害軽減を図るため、遊水機能を

備えた公園を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼水辺を活用したイベントの開催 
（出典：国交省 HP） 

遊水池公園ゾーン 

▼田端東遊水池公園 

▼桜が美しい水辺（出典：国交省 HP） 

▼ジョギングコース（出典：国交省 HP） 
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  ● 質の高いライフスタイルの創出                               

  ＺＥＨ（ゼロ・エネルギー・ハウス）等の環

境配慮型住宅や、ＳＤＧｓ、スマートシティな

ど、コンセプトを持った居住環境を整備する

ことで、最先端で質の高いライフスタイルの

創出を目指します。 

  また、住民が利用するコモンスペース（共用

空間）を効果的に配置するなど、住民により

様々な活動が繰り広げられることでコミュニ

ティの醸成を図り、豊かな住環境の創出を目

指します。 

● 美しい街並み空間の創出                           

  街区公園を設置するなど、緑豊かで、落ち着

きある良好な住環境の創出を目指します。 

  また、この場の持つ資源として湧水を活用

するなど、緑と水がある豊かでうるおいある

住環境の創出を目指します。 

  ● 利便性の高い居住環境の創出              

  パーク周辺にある商業・医療・福祉施設等の

様々な都市機能と連携しながら、歩いて生活

ができる快適な住環境の創出を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

快適居住ゾーン 

▼自然と調和した住宅（出典：国交省 HP） 

▼緑豊かな住空間（出典：国交省 HP） 

▼自然エネルギーを活かしたまちづくり 
（出典：国交省 HP） 

▼自然と戯れる子どもたち（出典：国交省 HP） 
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● 治水対策の推進                                                                           

  雨水ポンプ場や、調整池等の雨水貯留施設

を整備し、内水氾濫による浸水被害の軽減を

目指します。これら治水対策事業が進み、治水

安全度が向上した後に、土地利用に向けた整

備工事を推進していきます。 

  また、調整池等の雨水貯留施設は、多目的な

活用ができるよう整備し、平常時には市民に

開放され、親しまれる場となることを目指し

ます。 

● 公共空間の活用                             

  原野谷川と駅南地区をつなぎ、季節の花を

観賞しながら散策のできる緑道や、子供たち

がボール遊び等も楽しめる広場を設置するな

ど、東側のゾーンの賑やかなイメージとは異

なる落ち着いた空間づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災ゾーン 

▼平常時はテニスコートに利用している雨水
貯留施設（出典：国交省 HP） 

▼雨水ポンプ場（出典：国交省 HP） 

▼ジョギングコース（出典：国交省 HP） 
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３ ネットワークの形成方針 

 

  歩行者・自転車利用者が楽しく安全に対象

地及び周辺地域を周遊・移動できるネットワ

ークの形成と空間づくりを目指します。 

  パーク内の歩行空間は、緑豊かでゆとりあ

る幅員を確保し、憩いの場、官民と連携したマ

ルシェ等の商業展開の場、様々な交流を促す

場に活用できるような環境づくりを目指しま

す。 

  歩行空間内に設置する標識・街灯・ベンチ・

花壇等のストリートファニチャーや路面舗装

等は、対象地及び周辺地域の一体感のあるデ

ザインを目指します。 

  歩行空間に、アート作品等を展示すること

で、身近に芸術を感じることができ、歩いて楽

しめる空間づくりを目指します。 

 

 

 

 

  

  

▼歩行者の横断部分の舗装の工夫 
（出典：国交省 HP） 

▼道路空間を活用しイベントの開催 
（出典：国交省 HP） 

パーク周遊ロード 

▼緑豊かな歩行空間（出典：国交省 HP） 
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  対象地から袋井駅、さらには袋井駅北側を

つなぐ主動線として、歩行者・自転車利用者に

とって快適で安全な通行空間の確保を目指し

ます。 

  四季の変化や水辺の爽やかさを感じられ、

駅を利用する人、市民の癒しや安らぎにつな

がる空間づくりを目指します。  

  緑豊かでゆとりある幅員を確保し、憩いの

場、官民と連携したマルシェ等の商業展開の

場、様々な交流を促す場に活用できるような

環境づくりを目指します。 

  自動運転や、グリーンスローモビリティ（時

速２0km 未満で公道を走ることができる電動

車を活用した小さな移動サービス）の導入な

ど、人と環境に優しい交通環境の創出に向け

たインフラ整備を目指します。 

 

 

  

▼官民連携によるゆとりの歩行空間  

▼草花の植栽（出典：国交省 HP） 
 

南北シンボルロード 

▼グリーンスローモビリティ  

▼やすらぎを感じる歩行空間（出典：国交省 HP） 
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  市の南北を縦断する幹線道路である県道袋井大須賀線（(都)西門柳原線）と(都)広

岡浅羽線を東西に結ぶ補助幹線道路として本路線の整備を推進することで、対象地内
．

外
．

からの「もの」や「ひと」をつなぎます。 

  また、上記のとおり東西道路を整備することで、

都市拠点への交通利便性の向上を目指します。 

  本路線の沿線に、緑の緩衝帯を設ける等して良

好な住環境の保全に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼緑の緩衝帯（出典：国交省 HP） 

(都)柳原神⾧線 
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４章 事業の進め方  

４章では、本事業を進めるうえで考慮することや、本事業を推進するにあたり必要な民間活力の

活用に関すること、さらには大まかな事業期間を示したロードマップを示します。 

１ 土地利用の規制・誘導 ～適切な土地利用を進めるために～ 

パークの整備を進めるにあたり、土地利用の計画策定と併せて、適切な土地利用を進めるため、

土地所有者をはじめとする関係権利者との合意形成はもとより、都市空間の創出に向けて用途地域

の指定や地区計画の適用など、都市計画決定の手続きも同時並行的に進めていきます。 

 

２ 治水対策事業の推進 ～まずは、治水安全度の向上を～ 

対象地を含む秋田川流域は、地形の状況から、大雨により浸水被害が発生しやすい地域であるこ

とから、土地利用を進めるにあたっては、水害からの人的被害を防ぐとともに、物的被害を軽減す

る必要があります。 

このため、柳原雨水ポンプ場や遊水池公園等の治水対策事業を進め、水災害に対する安全度を高

めたうえで、事業を推進していきます。 

 

３ 民間活力を活用した施設整備と維持管理 

多様化・高度化する市民ニーズを満たす豊かな都市

空間を創出するためには、効果的に施設を整備すると

ともに、最適な維持管理・経営を行い、質の高いサービ

スを継続的・持続的に提供していくことと同時に、効果

的・効率的な財政投入を図ることが必要です。 

このため、民間事業者の知識・ノウハウ等の技術的能

力や資金、さらには経営能力の積極的な活用を目指し

ます。 

 

 

  

▼さわやかアリーナ 袋井市総合体育館 
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４ 土地利用を推進するうえで考慮すること 

（１）良好な景観形成 
  統一感のある街並み景観を形成するととも

に、周辺地域に配慮した景観デザインとしま

す。  

  オープンスペースに面した建物の１階は、

地域に開かれた空間となるよう、建物内の活

動が見えるなど、空間的、視覚的、機能的に外

と内がつながるデザインとします。 

  水辺環境の活用、敷地の緑化、ゆとりある歩

行空間の創出、夜間照明の演出などにより、に

ぎわいとうるおいを感じられる景観形成を図

ります。 

  道路や公園等の公共施設においては、パー

ク全体の統一感のある景観を形成するため、

手すり、街灯など、屋外の設置物は、色彩やデ

ザインに配慮します。 

  快適な通行空間の確保、良好な景観・住環境

の形成のため、無電柱化、緑化、舗装の高質化、

効果的な照明デザインなどを推進します。 

 

（２）ユニバーサルデザインの促進 
  歩行者空間や施設の整備にあたっては、ユ

ニバーサルデザインのほか、明るさの確保な

ど、誰もが移動・利用しやすい空間づくりを

目指します。 

  また、案内サインについては、英語やピクト

グラム等の表記や周辺施設までの連続した道

案内の設置など、すべての人にわかりやすい

サイン計画を進めます。 

  

▼開放的な１階部分（出典：国交省 HP） 

▼景観に配慮した石畳風デザインの舗装 
（出典：国交省 HP） 

▼駅前の緑地（出典：国交省 HP） 

▼段差を極力無くした歩道（出典：官公庁 HP） 
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（３）ゼロカーボンシティの実現に向けた取組 
  緑地や水辺の保全・創出を通じて、グリーン

インフラを活用した脱炭素に向けたまちづく

りを進めます。  

  建築物の省エネ性能の向上に加え、太陽光

発電設備など、再生可能エネルギーの利用促

進、エネルギーマネジメントの導入など、脱炭

素社会の実現に向けて取り組みます。 

 

（４）エリアマネジメントの推進 
  まちづくり団体が主体となって、利用者の

声を聴き、周辺地域と連携しながら、様々な活

動を展開することにより、対象地に関わる

人々が協力してまちを育て、賑わいと魅力が

未来に続く、サステナブルなまちづくりを進

めます。 

  将来的に、都市再生推進法人制度等のまち

づくり団体の公的立場を支える制度を活用し、

官民連携による活動を推進します。 

 

 

  

▼建物屋上に設置されたソーラー 
（出典：国交省 HP） 

▼地域住民参加による芝生管理 
（出典：国交省 HP） 

■エリアマネジメントの活動例（参考）  

・利用者や地域住民と連携した、道路、水辺、広場といった公共空間の維持管理 

・公共空間を活用したイベントやアクティビティの開催 

・広報活動、屋外広告物のマネジメント 

・災害時に必要な情報の共有の仕組みづくり、防災訓練など、防災の取組 

・スマートシティ実現に向けた様々な技術の実証や実装 

・コミュニティサイクル、周遊バスなどによる移動手段の提供 



土地利用基本構想 4 章 

27 

５ ロードマップ 

実現に向けたロードマップを次に示します。 

なお、社会情勢の変化など、本市を取り巻く状況が変化した場合には、必要に応じて本構想及び

ロードマップは見直すものとします。 
 

年度 
都市計画 

手続き 

治水対策 

土地利用に向けた整備 遊水池 

公園 

柳原雨水 

ポンプ場 

2022 

令和 4 年 

    

 

 

2023 

令和 5 年 

    

 

 

2024 

令和 6 年 

    

 

 

2025 

令和 7 年 

    

2026 

令和 8 年 
    

2027 

令和 9 年 

    

2028 

令和 10 年 

    

2029 

令和 11 年 

    

2030 

令和 12 年 

    

2031 

令和 13 年 

    

2032 

令和 14 年 

    

2033 

令和 15 年 

    

 

民間活力
導入 

可能性 
調査 

土地利用構想の
作成 

整備 
工事 

整備工事 

調査 
設計 
・ 

用地 
取得等 

土地利用 
基本計画 

作成 

事業者の 
公募・決定 

法定手続き 

調査設計 
・ 

用地取得等 

調査 
設計 
・ 

用地 
取得等 

整備 
工事 
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２．事業手法の例 

■PFI［PFI 法］ 

 民間に、公共施設の設計、建設、維持管理、運営等を一体的に委ねる。 

 行財政負担の縮減や、民間ノウハウ発揮による、質の高い公共サービスの提供が期待される。 

 事業期間 10～30 年程度。 

 民間事業者から市へ所有権を移転する時期等の違いにより、複数の事業方式がある。 

事業方式 概要 

BTO 方式 

(建設・移転・運営) 

・民間事業者が公共施設等を設計・建設し、施設完成直後に

公共側に施設の所有権を移転し、民間事業者が維持管理・

運営を行う。 

・市が施設を所有することで、災害等の緊急時の対応が機動

的にできる。 

BOT 方式 

(建設・運営・移転) 

・民間事業者が公共施設等を設計・建設し、維持管理・運営等

を行い、事業終了後に公共側に施設の所有権を移転する。 

BOO 方式 

(建設・所有・運営) 

・民間事業者が公共施設等を設計・建設し、維持管理・運営等

を行い、事業終了時点で施設等を解体・撤去するなど公共

側への施設の所有権移転がない。 

BT 方式 

(建設・移転) 

・民間事業者が公共施設等を設計・建設し、公共側に施設の

所有権を移転する。 

公共施設等運営事業 

(コンセッション) 

・利用料金を収受する公共施設等について、公共側が施設の

所有権を有したまま、民間事業者が運営権を取得し、施設

の維持管理、運営等を行う。 

 

  

■PFI とは（袋井市 PFI 導入指針 抜粋） 

▼PFI 事業の基本的な事業
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